
「公募シンポジウム・一般演題（口頭報告・ポスター）に応募される皆様へ」 

 

本学会の学術集会におきましては、社会からの信頼に応える倫理的公正さと対

象者の個人情報やプライバシーに対する保護・配慮に努めることが、すべての発表者

に要請されています。そのため次に添付する「JaSPCAN 学術集会で演題登録する

際の手順」（以下【手順図】とする）にしたがって倫理審査を行います。 

ついては、応募いただく際には、【手順図】を確認いただき、以下の区分に従っ

て演題登録いただくようお願いいたします。 

１， あなたの応募しようとする演題が【手順図】のＡに該当する場合には、その

まま演題登録を行ってください。なお、この場合も可能なかぎり検討実施し

た倫理的配慮について、本文最後の記載例を参考に記述してください。 

２，あなたの応募しようとする演題が【手順図】のＢからＤに該当する場合は、

それぞれの要件を満たした上、本文最後の記載例を参考に、演題登録を行

ってください。 

 

参考 

令和4年4月1日施行の改正個人情報保護法では、発表者が学術研究機関等（大学、

学会等の団体やそれに所属する人）であって、個人情報を学術研究のために利用

する目的があり、個人の権利利益を不当に侵害するおそれがなければ、対象者の

同意がなくても、利用が可能とされています。したがって、当学会の会員は、必

要な配慮を行っている限り、個人情報の取扱いが本人の同意なく可能です。なお、

例えば発表者が学会員でなくても学会員と共同して発表する場合も利用可能とさ

れています。）







演題登録 記載例 

参考1 倫理審査で承認されている研究等の発表について記載例 

＊  「本研究（もしくは、本演題で発表する内容）は、00大学00学部  倫理審

査委員会の承認を得た。承認番号:0000」と記載する。 

＊ ただし、倫理審査委員会名を実名で表記することにより研究対象者個人が特

定され得る場合は、「本研究（もしくは、本演題で発表する内容）は、所属

施設倫理審査委員会の承認を得た。」と記載する。 

 

 

参考2 個人情報を含まない研究であることの記載例 

＊ 個人情報を含まない、どのような内容の発表かを記載していください。 

記載例「本研究（もしくは、本演題で発表する内容）は、個人情報を含まな

い、＊＊＊＊＊を報告するものである」 

記載例「本研究（もしくは、本演題で発表する内容）は、匿名化された情報

を元に報告するものである」 

 

 

参考3  同意を得たことについての記載例 

＊ 対象者本人あるいは代諾者から同意を得て（年齢や発達状況により本人のみ

では同意能力がないとみなされる場合、代諾者から同意を得てください）、

同意を取得したことについて抄録の中に記載するようにしてください。 

＊ 記載例「研究対象者のうち 10 歳以上の者および研究対象者全員の家族等代

諾者には、研究 目的・研究方法について、また、参加は自由意志で拒否に

よる不利益はないこと、 および、個人情報の保護と同意撤回について、文

書と口頭で説明を行い、該当者全員から書面にて同意を得た。」 

 

 

参考4 匿名性への配慮とその記載例 

＊ 匿名性へ配慮したことについては必ず抄録の中に記載するようにしてくだ

さい。 

＊ 記載例「本研究(もしくは、本演題で発表する内容)における事例（症例）

については、いずれも個人を特定されることのないよう匿名性に配慮した」 



 
【氏名等】 

個人の特定が可能な氏名、イニシャルまたは「呼び名」は記載しないでくだ

さい。 

【患者の居住地】 

個人の特定につながる居住地の記載はしないでください。固有名詞を使用す

る場合は、イニシャルではなくアルファベット順で記載してください（例 福

岡県久留米市の場合、F 県 K 市と記載するのではなく、A 県 B 市と記載します）。 

【日付】 

日付は、事例発生時を X 年とし、X-3 年、X+2 年などと記載してください。 

【生活歴および家族歴】 

生活歴、家族歴に関する情報を記載する際には、個人を特定することのでき

ないよう十分に配慮し、事例の本質と関係のない箇所を適宜変更してください。

固有名詞に関しては、イニシャルではなくアルファベット順で記載してくださ

い（例 びわこ高校とマザーレイク大学を卒業した場合、S 高校と M 大学を卒

業と記載するのではなく、A 高校と B 大学を卒業と記載します）。 

＊ 匿名性への配慮については下記を参考にしてください。 
 
 




